
雨の降る日のアフォリズム ２ 

                                      平居 謙 

 

４ 尊いもの 

世の中で最も尊く美しいものは金銭である。 

それに手垢を付けて穢してゆくのは 

にんげんの仕業である。 

もともと紙幣は透き通るほど 

つるつるしているし、 

コインはぴかりと輝いている。 

 

 

５ うさぎ 

ふわふわの白いコートを着て 

トランポリンの上で跳躍するうさぎ 

ベッドの中でそんなうさぎのイメージを 

頭に浮かべると、身体が地獄の底に 

落ちてゆくのを感じた 

そして身体のあらゆる痛みが消滅した 

天国は地獄の中に今もある 

 

 

６ 名前 

名前を呼ぶと大抵の人は振り返る 

動物でも植物でも不思議なことに 

こちらを向く。 

われわれはそれを当然のことだと思う。 

それは感性が死滅していることを 

如実に表しているに過ぎない。 

 

 

 


